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広島被害者支援センター顧問

広島県警察本部長

井 回

平成24年 11月 30日 (金 )

午後 廿日市市内の「さく

らびあJにおいて、■日市

市との共催で230名の参

加を得て、講演会を開きま

した。講師は当センター理

事の内野悌司氏 (広島大

学准教授)で、「犯罪被害

者 遺族からみた裁半J員裁

判」をテーマに、事前に、

犯罪被害者およびその遣族

にインタビューした内容を

新年明けましておめでとうこざいます。

広島被害者支援センター並びにその運営を支えてお

られる会員及び支援活動員の皆様におかれましては、

平素から犯罪被害者支援活動に対する暖かい御理解、

御支援を賜り、心から感謝申し上げます。

さて、県内においても社会を震撼させる凶悪犯罪や

痛ましい交通事故か発生し、警察活動を取り巻く環境

は一段と厳しさを増しております。私は、当県着任前、

独立行政法人自動車事故対策機構の被害者援護担当理

事として、交通事故に遭われた方々に対する支援業務

に携わつており、

`巳

罪被害者支援の重要性を痛感して

おりました。

このことから、県警察としましても、犯罪被害に遭

われた方とその御家族が途切れることなく支援が受け

られるよう、広島被害者支援センターをはじめ、関係

機関 団体の方々との連携を強め、引き続き取り組ん

で参りますので、御支援の程 よろしくお願いいたし

ます。

本年も、広島被害者支援センターの益々の御発展と

会員並びに関係者皆様方の御健勝、御多幸を心から祈

念申し上げまして、新年の挨拶といたします。

紹介していただきました。

内野氏は、「みなさんに被害者に対する支援の必要性を

認識していただき、さらに被害者が再び平穏な生活ができ

るように、ときれることなく支援が届くように社会全体ヘ

の取組みを進めるためにこ自分たちの経験を語つていただ

くということで こ協力いただ‐
・ ました」と前置きしたう

えで、お二人の被害者の遺族の思いをまとめて、以下のよ

うに紹介されました。
「家族が殺されたあとは食欲がなくなり 夜は眠れず、

心は人が消えたように真つ暗で 翼が折れたような気持の

生きた屍だつた。裁判では加害者と同じ場所にいてその声

を聞いたり 事件の証拠写真を見ることに耐えられるかが

とても不安だつた。被害者が裁判に参加するにはとても勇

気がいる.しかし 被害にあった後は家族や友人の支え

が、また検事や裁半」所の配慮があつて心身ともに助かつ

た。(被害者支援)センターから弁護士を紹介されたこと

や、付添い支援やマスコミ対策をとってもらったことには

感謝している。一方 裁判員裁判については、裁判員が直

接質問する機会がなく裁判員が何を考えているかわからな

くて戸惑つたり 裁判を通して事件の真相が明らかになら

なかったことなど不満が残つた」など。

内野氏は 今後は 被害者がただ裁判に参加するだけで

なく、その思いをどのように裁判に反映させることができ

るのか、加害者の社会復帰は 刑期を終えたからというこ

講演する内野悌司氏

とだけていいのか 加害者

自身が自分の行つた行為

責任をどのように認識でき

るかなどが 被害者 加害

者に限らず社会全体で考え

るべきではないかと聴衆に

問いかけ、講演を結ばれま

した。
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平成24年9月 8日 (■)9日 (日 )の 2日間、広島YMCA
の会議室を利用して、平成24年度第 1回中国 四国ブロッ

ク研修会が開催されました。

この,汗修会は 各地の支援センターの上部団体にあた

る認定NPO法人全国被害者ネットワークの主催て、日本

財国の支援を受けて行われるものです。

これまでもこのブロック研修は各地で行われてきまし

たが、このたび広島て初めて開催されることとなり、当支

援センターを中心に大わらわの準備になりましたが、中四

国各地のセンターから30名以上の活動員が一堂に会し

研修が行われました。

研修内容は、「法市1度J「直接支援J「電話相談J「支援

者としての自己理解」「事例検討Jなど多岐にわたるプロ

グラムで 土曜日の午後から日曜日の昼過ぎまで2日間に

わたり、多くの講義や参加者による討議が密に行われまし

た。

ブロックで集まって研修をすることの意義は、それに

よつて他のセンターの活動を知り、それを自らのセンター

の活動に活かすことができる、という点にあると思います。

その意味でも、研修のなかで 京都犯罪被害者支援セ

ンターの事務局長である冨名腰由美子さんに 活動員を

コーディネー トする立場から経験を話していただいたり、

広島県警被害者支援室の伊藤可奈子さんに、中四国で最初

に早期援助団体として指定を受けた広島での警察とセン

ターの関わりを話していただいたことは 各地からの参加

者のみならず当支援センターからの参カロ者にも大変参考に

なつたはずです。

さらに、1日 目の夜には懇親会も開催され、各地の方々

が忌憚のない意見交換ができたものと思います。

新年明けましておめてとうこざいます。本年か

皆様にとりまして 平穏な年となりますようお祈り

申し上げます.

さて 広島被害者支援センターも発足から9年
目を迎えました。当支援センターの認知度も高まり

裁判員裁判の増加に伴い被害者 遺族からの支援依

頼が高まる一方で直接支援が大幅に増加したところ

であります。また、行政機関のこ理解もいたださ県

広島市以外にも呉市 廿日市市 海田町からも新た

に財政支援をいたださ被害者支援活動に努めたとこ

ろであります。そうした中 内閣府から第2期 5カ

年計画が示され、被害者支援も、これまで以上に被

害者 遣族の要望に添つたきめ細かい施策を実行す

ることが望まれています。本年は、当センターも被

害者 遺族の要望に対応するため人材育成に重点を

置き養成講座を始め研修を充実し、より高い総合的

な知識 技能を備えた直接支援員 相談員の確保

育成に努めて参ります。そして被害者 遺族の少し

ても早く平穏な生活が出来るよう支援を続けて行く

つもりであります。

今後とも、当支援センターの運営につきまして、

格別のこ支援、こ協力をいただきますようお願いを

致しまして 新年のこ挨拶とさせていただきます。
熱気溢れる研修風景

平成24年度の支援活動状況

電話相談開設日数

電話相談内容分類> 殺

暴 行 傷 害  14
性 的 被 害 40
EI       V  ll

電話相談 件数

画接相談 件数

直接支援 件数

弁護士相談 件数

5 1 2   2  34 1

]1 2 1 3 131

「
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|

支援活動月別件数 ▼

交通被害 事故

消 費 者 問 題

財 産 的 被 害

臨床心理士相談件数

18 1 47  37
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広島駅南口で「街頭啓発キヤンペーン」を実施
平成24年度「犯罪被害者週間」

平成24年 11月 26日 (月 )、 」R広島駅南口で街頭啓

発キャンペーンを行いました。前夜から降り出した冷

たい雨の中、広島県、広島市、広島県警察をはじめ広

島駅、第六管区海上保安本部や保護観察所等7団体約

40名に協力いただきました。バンフレットやチラシ

など3000個の啓発セツトを通勤 通学客に酉己布し、

犯罪被害者支援活動の広報を行いました。今回は 防

犯マスコット「もしかくん」が女子学生から写真撮影

を求められるなど寒い中でも大変盛り上がりました。 1 朝の通勤 通学者に啓発セットを配るキャンペーン参加者 |

ポスターの掲示及びマツダスタジアムでの広報

曇 :1多調書習

オーロラビジョンに映し出された広報用CM

当支援センターでは、今年度も、被害者支援啓発ポ

スターを作成し、自治体や交通事業者及び総合病院等

のこ協力をいただき、犯罪被害者週間を中心に市民セ

ンター等の公的施設やバス、電車内に掲示していただ

きました。また、広島東洋カープの水―ムグランドで

あるマツダスタジアムの全面協力により、前年度作成

した風見しんこさんか登場する広報用CMを、スコア

ボー ド横のオーロラビジョンで放映しました。

<ご協力いただいた交通機関>
広島電鉄株式会社 (広島市)、 広島バス株式会社 (広島市)、 広島交通株式会社 (広島市)

芸腸バス株式会社 (東広島市)中 国バス株式会社 (福 山市)輌 鉄道株式会社 (福山市)、

島運輸株式会社 (尾道市)本 四バス株式会社 (尾道市 )、 中国ジェイアールバス株式会社

(尾道市)エ イチ デイー西広島株式会社 (広島市 )

広島高速交通株式会社 (広島市)、

備北交通株式会社 (庄原市)因 の

(広島市)、 おのみちバス株式会社

県内2図書館で

犯罪被害者支援の連携資料展示

広島県立図書館と広島市立中央図書館で、犯罪被害

者週間を中心に犯罪被害者支援の連携資料展示が実施

されました。犯罪被害者の現状や支援について学べる

図書の紹介や 被害者支援相談窓回等の資料を展示し、

一般県民や市民に対する啓発とともに、悩みを抱えて

いる人の役に立つ広報が行われました。

県立図書館に掲示された啓発ポスター |
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共同募金 支援活動員の声

広島被害者支援セン

ターでは、事業資金獲得

のため、本年も広島県共

同募金会が実施する「社

会課題解決プロジェク

ト」に参加し、平成25
年 1月 1日 から3月 31日

までの3ヶ 月間、募金活

動を行います。別紙振込

用紙での募金をお願い致

します。
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| '社会課題解決プロジェクト 募金用紙 |

広島市長表彰

平成24年 11月 22日広島市中区カロ古田]「アステー

ルプラザ」において、広島市社会福祉協議会主催の

「平成24年度広島市社会福祉大会」力`開催されまし

た。その大会において社会福祉関係功労者等に対する

各種表彰が行われ、当支援センターも他の団体ととも

に「永年にわたり地域住民の福祉向上に貢献した団

体」として広島市長表彰を受賞しました。

支援センターのスター トは、」ヽさな部屋、2人の相

談員、たつた一本の電話からでした。「警察では出来

ない、一般市民のボランティアだからできる被害者支

援にしたいのです。」という、当時県警の被害者対策

室におられた、今は亡き寄谷さんの言葉で相談員を引

き受けました。とは言うものの、知識も力もない私に

とつて、一人で電話に向かう数時間はドキドキのしつ

ばなしでした。その頃どんな相談があつたの力Чまとん

ど覚えていないのですが、ただ電話の向こうの声を一

生懸命に聴こうとしていたことだけは覚えています。

その後年数がたつにつれ、センターは広くなり、活

動員も増え、活動の範囲も広がつてきました。これか

ら、センターのニーズは益々高まつてくると思いま

す。もしもこの先、自分が活動を続けていくのだとし

たら、寄谷さんの言葉と、一本の電話の前でドキドキ

していた頃の自分を忘れてはいけないと、改めて思つ

ています。 (支援活動員 YH)

第3期 被害者支援活動員養成講座を

開講 します

この講座は支援活動を

`予

うボランテイアを養成する

もので、入門編 アドバンス編の全課程 (60時間)

を修了し、基準をクリアすると支援活動員と認定され、

実際に支援活動を行つていただきます。入門編は被害

者支援に関心があり勉強したいという方も歓迎です。

開講期間は6月 から約6ヶ 月です。受講こ希望の方は

事務局 (082-245-6667)ま で。

えられて運営している団体です。犯罪や交通事故などの被害にあ
われた方や家族の方への支援活動を財政面からサポートしてくだ
さる会員を募集しています。

驚銀
i`:言[麗冒鰹 :爾馨

広島市長から授与された表彰状 贅勁会員(年会景)は

何人会員     ]口   2000円
法人 Il体会長  ]口   10 000Fl

口数に制限はあ味 せん.

そのlL寄付も随時受け付けています。

資助会員の

種類と会費

被害者支援活動も全国ネッ

トワーク第2期3年計画がス

タートし 「全国どこでも同レ

ベルの適切な支援」が出来る

よう者支援センターとも努力

しているところです。当支援センターにおいても「自ら学

び、考え、工夫する」直接支援員、相談員の人材確保が必

要であると考えて環境整備を図るつもりです。

銀行をこ利用の方
広島銀行県庁支店 口座番号(普通)300787]

振 込 み 先  坐 言 %業
国

鑓
広敵 書数 援センター

重‖更局をこ利用の方
口座欝  O1310-6-571]9
カ1入者名 社回法人 広島餞 者支援センター

入 会 して   年2回発行予定の「ニューズレターJとシンポジウ

ぃただくと ム●薔絵 の案内を211します.

一
　

公
村
鞠
慕
義
センイ
様

キ
コ
ネ
リ
タ
■
わ
た
ｏ
キ
え
し
て

，、
，

■
，
，
“
り
・■
江
＾
為
■
の

″
■
●
・与
マ■
ま
―
た
″
＾
勁
続
“

ユ

ー
●

，
あ
１
，
す

よ
つ
て

・ｉ
ｔ
ス
●
し

，
す

■
な
■
一
■
＋
一
１
千
・Ｔ

ネ
ギ
ヽ
松
キ

一黄

表

彰
人


